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あった. また, これらの方法を用いて, 飼育下マカク属
サルの糞および尿, 対応者が採取した野生チンパンジ
ーの糞および尿中のホルモン量を測定することができ













狩猟肉食行動の長期継続資料については, Hosaka et al. 




























































計測項目は MD-max, MD, BL-max, BL-M, BL-D, 頬側と
舌側の各咬頭の最大膨隆点間距離（MD-B,MD-L）とし






















我々は, これまで継続的に（平成 18 年から）60 種類
のヒト由来病原体について霊長研のチンパンジーの血
清学的解析を行ってきたが, 22 年度にはさらに検査項目
数を増やす事できた. 結果を分析すると 36 項目のヒト
由来病原体に対して抗体を有していることが分かった. 
さらにその結果を年齢で分けると , AdeV2, 6, HHV6, 
PIV3, hMPV, RSV, AdeV4, 5, CMV, VZV, EBV は全ての年
齢層で見られ, AdeV7 は 10 才齢において, AdeV3, ReoV
は 10 才および 27~30 才齢において, 百日咳菌と麻疹ウ
イルスは 27~30 才齢において, CoxV5 は 31~32, 42 才齢




















提示した. 全部で 4 つの刺激条件を設定し, それぞれ拡
大探索刺激（1 つの拡大パタンと,複数の縮小パタンで構



















える Macaca fuscata, M.mulatta, M.fascicularis, Papio 
hamadryas などの Cercopithecinae のサル類, あるいは




われていて, 心臓の尾側には大きな Lobus mediastinalis
が存在し, 上下の Venae cavae はほぼ同様の長さをもっ
ており, その中央部に心臓が存在するという空間配置
で, 縦隔の Diaphragma への結合面は比較的狭い領域に
限定されていた.今年度の Pan (Chimpanzee)に関する解
剖学的検索によれば, その心臓の配置は, Apex cordis を
caudo-sinistra に向けた状態でDiaphragma の上に直接横
たわっており, それに対応して, Pericardium は広範囲に
Diaphragma に結合し, 肺の infracardiac （azygos）lobe
は存在しなかった. 胸腔内におけるVena cava inferior は
非常に短い状態であった. このような空間配置は,基本
的に Homo sapiens と同様である. 今後他の類人猿につ
いても精査する必要が有るが, このような検索結果か













は相同性の高い塩基配列 LCR (Low Copy Repeat)が存在
し, LCR を介して欠失・重複が起こると考えられている. 
LCR は 1 kb 以上で相同性が 90%以上のゲノム配列と定










候群関連 SD に着目し, ヒトを含む霊長類に関して相同
領域の詳細なゲノム構造解析と SD の分類を行ってきた. 






C-15 Comparative transcriptome in primates 
Philipp Khaitovich（ Institute for Computational Biology, 
Chinese Academy of Sciences, China） 
対応者：Go Yasuhiro 
In this collaboration study, we set up to evaluate 
transcriptome changes with age in humans, chimpanzees, 
rhesus macaques and marmosets in specific brain regions, 
prefrontal cortex and cerebellar cortex. By doing so, we will 
identify human-specific changes in gene expression and gene 
splicing, as well as determine an overall rate of transcriptome 
evolution among primate species. Furthermore, we will 
assess changes in gene expression and gene splicing with age 
across the four primate species. In each species the age of 
studied individuals covers most of lifespan. There are, 
however, few middle aged individuals in chimpanzees and 
there could be some chance to obtain these samples from PRI. 
In this year (2010), we did not find any available chimpanzee 
sample from PRI due to difficulties of getting CITES 
permission to export the samples from Japan. Then, we had 
no chance to obtain and analyze the samples from 
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